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１．はじめに 

 ムジナモは淡水に浮遊する食虫植物で、６～８枚の輪生葉が連なり長さ 10ｃｍほどのムジ

ナの尾のような形状を呈する。自然条件下では春から夏にかけて盛んに増殖し、夏には稀に

白い可憐な花を咲かせる。秋から冬にかけて気温の低下に伴い冬芽を形成し、水底に沈んで

越冬する。かつてはアメリカ大陸を除く世界各地に点在していたムジナモは、第 2 次世界大

戦以降の環境変化により激減し、国際的に絶滅が危惧されている。日本では国内最後の自生

地となった埼玉県羽生市宝蔵寺沼で国指定の天然記念物として、ムジナモ保存会会員の尽力

により維持されてきた。しかしムジナモの栽培はきわめて難しく、藻類の繁茂や水質の変化

に敏感に反応して生育が阻害され、短期間で消滅にいたる。本研究では、①ムジナモの生育

を阻害する要因を明らかにし、その対策を模索すること、②ムジナモの生物学的研究を進展

させ、ムジナモに対する理解を深めること、を目指した。 

 

２． ムジナモの生育環境の制御 

  野外で栽培しているムジナモが短期間に消滅する原因のひとつは、センチュウによる被害

であることが明らかになった。センチュウは肉眼による観察が困難であることから、これま

でその被害の実態は知られていなかった。実験室内でセンチュウの感染系を確立し、感染過

程とムジナモへの影響を観察した。センチュウ被害を受けたムジナモは、シュート頂付近が

やせ細り、輪生葉の形成・発達が抑制されることにより見分けることができる。顕微鏡で観

察すると、このようなムジナモのシュート頂付近にはセンチュウが数十匹単位でみつかり、

短期間に周辺のムジナモに次々と感染していくことが分かった。また走査電子顕微鏡観察に

より、センチュウが存在するシュート頂の形態が著しく変形し、通常見られない複数の腋芽

が発達する様子が観察された。センチュウはムジナモの成長の要であるシュート頂の分化・

発達に直接、あるいは間接的に影響を与え、ムジナモの生育を阻んでいることが分かった。 

 様々な水生植物が水環境の維持に寄与していると考えられるが、特にセリはセンチュウに

よる被害を抑制する効果があることが分かった。長期間にわたってムジナモが生育できる水

環境を維持するためにセリを活用する方策を確立したい。 

 

３．ムジナモ消化腺毛の微細構造変化と機能発現 

 ムジナモ捕虫葉で獲物を捕獲後、活性が発現する主要なプロテアーゼは、EDTA により阻害

される金属プロテアーゼであることが明らかになった。新規に開発した写真用フィルムを用

いた組織プリント法により、このプロテアーゼは消化腺毛頭部中央部の細胞壁付近から分泌

されることが示された。また透過電子顕微鏡観察により、この時期に細胞内の小胞体が細胞



外への分泌に関与している様子が観察され、さらに X 線微小分析により、分泌物にはアルミ

ニウムが含まれることが示された。共焦点レーザ顕微鏡観察により消化腺毛の細胞中にアル

ミニウムが存在し、獲物を捕獲後、プロテアーゼの分泌に伴いその局在が変化することが明

らかになった（図１）。 

 ムジナモの捕食過程でアルミニウムが細胞活動の活性化に関与する可能性が示唆された。

このことはムジナモの保全を考える上でも貴重な知見となる可能性がある。 

 

図１ 消化腺毛細胞中のアルミニウムの局在変化 
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